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はじめに
フグ目マンボウ科Molidaeマンボウ属 Molaの

マンボウ Mola mola (Linnaeus, 1758)は水族館での

人気が非常に高く，例えば，山口県の下関市立し

ものせき水族館が 2021年 7月 10–31日に，フグ

目 10種の投票選挙イベント「かわいい！しか勝

たん。ふぐ総選挙」を館内および SNS上で行っ

た結果，全 17,693票中 3,296票を取得してマンボ

ウが 1位になった（下関市立しものせき水族館，

2021；常井，2021）．日本近海に出現するマンボ

ウ科魚類はマンボウの他に，ヤリマンボウ

Masturus lanceolatus (Liénard, 1840)，ウシマンボ

ウ Mola alexandrini (Ranzani, 1839)，クサビフグ

Ranzania laevis (Pennant, 1776)が知られている（波

戸岡・萩原，2013；澤井，2017）．

2021年 3月 31日に施設老朽化等の理由で営

業休止になった志摩マリンランドは，「マンボウ

の泳ぐ水族館」として親しまれてきた三重県志摩

市にあった水族館である（澤井・杉山，2021）．

マンボウを含む志摩マリンランドで飼育されてい

た生物の譲渡と引き継ぎは営業休止後に開始さ

れ，2021年秋ごろにすべての生物の移送を完了

する予定で進められている（中日新聞社，2021）．

澤井・杉山（2021）は志摩マリンランドにおける

マンボウ類の飼育の歴史をまとめ，希少なヤリマ

ンボウの飼育記録を報告した．その後，志摩マリ

ンランドによる資料整理の中で，マンボウ科（ヤ

リマンボウ，ウシマンボウ）とコバンザメ科

Echeneidae（ナガコバン属 Remora）の共生関係を

示す新たなデータが見つかったため，ここに詳細

を報告する．

材料と方法
本研究に使用したヤリマンボウ 1個体（Fig. 1）

とウシマンボウ 1個体（Fig. 2）の写真や情報は

志摩マリンランドから提供された．調査個体は複

数の写真の比較から外部形態の観察を行い，マン

ボウ科の種同定は先行研究（波戸岡・萩原，

2013；澤井，2017, 2021）にしたがった．マンボ

ウ科の計測は澤井（2016）にしたがった．ウシマ

ンボウの計測はメジャーで魚体に沿って計測され

ていたため（Fig. 2A），画像上で澤井（2016）の

直線的な方法に計測し直し，全長および全高につ

いておおよその長さを推定した．また，最大体幅

は地面から最も体幅が出ている箇所（Fig. 2B双

方向矢印）を画像上で計測した．コバンザメ科の

同定は波戸岡・甲斐（2013）にしたがった．

結果と考察
飼育されたヤリマンボウとナガコバン属魚類

Fig. 1の個体は，下顎が上顎よりわずかに前方

に突出すること，舵鰭の中央よりやや背側が後方

に突出すること，体型が卵形であることからヤリ

マンボウと同定された（波戸岡・萩原，2013；澤

井，2017）．本個体（Fig. 1）は 1989年 12月 14

日に三重県志摩市大王町波切沖（34°16–17′N, 
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136°52–54′E）の定置網で漁獲され，同日志摩マ

リンランドのマンボウ館の大水槽に搬入された

後，1989年 12月 27日に死亡するまで 13日間飼

育された（鴨川シーワールド，2010；澤井・杉山，

2021）．本個体は死亡後に計測や解剖が行われ，

全長 126.5 cm，雌であった（鴨川シーワールド，

2010；澤井・杉山，2021）．本個体の飼育環境の

詳細は澤井・杉山（2021）を参照して欲しい．

澤井・杉山（2021）の出版後に本個体の飼育

時の写真が見つかり，マンボウ属 2個体をはじめ

としたその他の魚類と一緒に飼育されていたこと

が確認された（Fig. 1）．本個体の体表に吸着して

いるコバンザメ科 1個体は，体が太短く，縦帯が

ないことから，ナガコバン属の一種 Remora sp.と

同定された（Fig. 1矢印）．ヤリマンボウの体表

にコバンザメ類が吸着することは山田ほか（2007）

などで知られているが，筆者らが知る限り，水族

館で飼育されているヤリマンボウの体表にナガコ

バン属が吸着している様子が撮影されたのは本研

究が初である．ナガコバン属はヤリマンボウの体

表上で吸着する部位を変えられることが示された

（Fig. 1矢印）．

Fig. 1. An individual of Masturus lanceolatus reared in Shima 
Marineland, Japan (photographed by Shima Marineland on 14–
27 December 1989). A: M. lanceolatus, Mola sp. and Remora 
sp. B: another angle. Arrows indicate an individual of Remora 
sp. that attach to an individual of M. lanceolatus.

Fig. 2. An individual of Mola alexandrini (265–280 cm estimated 
total length) landed in Nieura fishing harbor, Minamiise-cho, 
Watarai-gun, Mie Prefecture, Japan, on 23 March 1999. A: full 
body view of M. alexandrini. B: front view of M. alexandrini. 
Black arrows indicate individuals of Remora sp. White arrows 
and red enclosure indicate diagnostic characters for the species 
(chin bump, head bump, rounded clavus margin and no raised 
skin wrinkles on the body) provided by Hatooka and Hagiwara 
(2013) and Sawai (2017, 2021). Double-headed arrow indicates 
the maximum body width. Photographs were provided by 
Shima Marineland.
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漁獲されたウシマンボウとナガコバン属魚類
Fig. 2の個体は，頭部と下顎下が明瞭に隆起し，

舵鰭縁辺部が全体的に波打たず，胸鰭後方の体表

に盛り上がったシワがないことからウシマンボウ

と同定された（波戸岡・萩原，2013；澤井，

2017, 2021）．本個体（Fig. 2）は 1999年 3月 23

日に三重県度会郡南伊勢町（旧・南島町）の贄浦

漁港に陸揚げされていたところを撮影された．

正確な漁法は不明であるが，おそらく贄浦沖周辺

の定置網によって撮影日に漁獲されたものと考え

られる．本個体は全長 265–280 cm，全高 310–320 

cmと推定された．また，最大体幅は 60 cm前後

であった（Fig. 2B双方向矢印）．

三重県におけるウシマンボウの記録は九鬼町

の 6個体（澤井，2021），熊野市遊木漁港に陸揚

げされていた 1個体（藤原，2020；澤井・杉山，

2021）の 2例が知られており，本研究が三重県 3

例目となる．本個体の胸鰭上部から頭部に載って

いるコバンザメ科 2個体（Fig. 2A黒矢印）は，

体が太短く，縦帯がないことから，ナガコバン属

の一種 Remora sp.と同定された．ナガコバン属

は本個体の体表に吸着したまま一緒に陸揚げされ

たものと考えられる．ウシマンボウの体表にコバ

ンザメ類が吸着することは，澤井（2021: figs. 1B, 

D, 3A, B, D）の写真でも確認される． 

マンボウ類とコバンザメ類の共生関係に関する考察
生物同士の相互関係は非常に複雑である．異

種の生物が一緒に生活している現象を指す「共生」

にも多様な関係が存在し，以下の関係が一般的に

よく知られている：双方の生物が利益を得る「相

利共生」，片方の生物のみが利益を得る「片利共

生」，片方の生物のみが害（不利益）を受ける「片

害共生」，片方の生物が利益を得てもう片方の生

物が害を受ける「寄生」（例えば，大塚，2006；

佐橋，2007）．これらの共生関係はまた，その時

の生物の状態や状況によっても変わることがある

（大塚，2006）．

コバンザメ類は本研究で扱ったヤリマンボウ

やウシマンボウ以外にも，サメ類，カジキ類，イ

トマキエイ類，ウミガメ類，イルカ・クジラ類な

ど様々な海洋生物に吸着することが知られている

が（波戸岡・甲斐，2013），宿主には害も利益も

与えず，自らは移動コストの節約・餌探しの労力

削減・捕食生物からの回避などの利益を得ている

ことから宿主とは「片利共生」の関係にあると一

般的に考えられている（例えば，マンボウが旅に

出る理由，2005）．

一方，ヤリマンボウやウシマンボウでは新鮮

な個体を解剖した際に鰓腔内から生きたコバン

ザメ類が出てきたことが報告されており

（Schwartz and Lindquist, 1987；澤井，2017），宿主

の鰓孔からコバンザメ類の尾鰭が出ているケース

も観察されていることから（マンボウが旅に出る

理由，2005），宿主の体表に吸着していたコバン

ザメ類が宿主の鰓孔から出る食べ残しの餌を求め

ているうちに鰓孔から鰓腔内へと侵入したので

はないかと推察されている（Schwartz and Lind-

quist, 1987；マンボウが旅に出る理由，2005；澤

井，2017）．また，ジンベエザメ Rhincodon typus 

Smith, 1828でも解剖時に鰓腔内から生きたコバ

ンザメ類が出てきた報告例（一澤ほか，2019）や，

コバンザメ類の尾鰭がジンベエザメの噴水孔から

出ていた観察例があった（大堀，2012）．宿主の

鰓腔内に侵入したコバンザメ類は，宿主の鰓に

いる寄生虫や宿主が摂餌した際のおこぼれを食べ

られる利益があるが，宿主の鰓腔内で体を反転さ

せることは困難と思われ，一度入ると鰓腔外に出

られない可能性が高い．一方，宿主は鰓腔内に侵

入したコバンザメ類に鰓組織を傷付けられる可能

性があり，利益より害の方が大きいと考えられ，

この時の両者の関係は「寄生」に近いと推察され

る（マンボウが旅に出る理由，2005；澤井，

2017）．コバンザメ類が体表にいるか（Figs. 1, 2），

鰓の中にいるか，置かれた状況によってマンボウ

類との共生関係に変化が起きることは興味深く，

まだ知られていない両者の相互関係も今後見つか

る可能性があるため，さらなる研究が必要である．
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